
M．消化器（消化管・膵） 909

226
　99m　TcOE静注法による唾液腺機能検査
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　唾液腺の造影検査法は有用な診断方法の1つで，腫

瘍の部位，大きさなどを知る上では不可欠である。ま

た，本法により機能障害についてもある程度判断が可

能であるが，これのみにては不充分である。この場合

唾液分泌量の測定は参考になるが，安静唾液量は種々

な条件により変動がみられ，特に単一唾液腺疾患につ

いては判定が困難とされている。この他，ヨード負荷

試験，1311クリアランス試験などが報告されているが，

日常臨床にて応用しうる機能検査法として確立されて

いるわけではない。かかる意味では現在でも簡便な，

しかも信頼しうる唾液腺機能検査法が必要とされてい

るといっても過信ではない。そこで，私達は99mTcOi

を用い，唾液腺の動態観察を行い，本法が唾液腺機能

を客観的に把握するに有用であったので報告する。

　測定方法：99m　Tc　一　pertechnetate　5　mCiを前肘静脈

からbOlusで注入後，大型シンチカメラ（サール製［FOV）

のマイクロドットイメージャーにて唾液腺部を各60秒

間つつ16駒連続撮影し，同時にミニコンピューターシ

ンチパック230に，12秒／フレームにて150フレーム

（30分間）データを入力した。また，100フレーム目

（20分間）に1／4モル酒石酸を口中にふくませ刺激を

与えた。

　データ収集後，耳下腺，顎下腺，口腔領域およびバ

ックグランドの各関心領域（ROI）におけるタイムフ

レームヒストグラムを作成した。

　測定成績：1）正常では時間の経過と共に上昇曲線を

示し，酒石酸刺激後ほぼ垂直に下降した後．そのまま平

衡状態を保つ。2）Sj6grer』syndromeでは注入後経時

的なactivityの増加を認めず，ほぼ平衡状態を示し，酒

石酸刺激後も反応せず，そのまま平衡状態を示した。

　結　語：本法は唾液腺機能検査法として信頼しうる

もので，腺機能の評価に役立つ。しかも簡便な方法で，

日常臨床に応用が可能である。
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　目的；1唾液腺シンチグラフィーは従来より唾液腺の

腫瘍，炎症，Sj　6’g　re　n症候群などに用いられてbり，

その有用性についてはいくつかの報告をみるが，唾液

腺機能の定量的評価についてはいまだ確立されていな

い。前回，我々はクエン酸刺激による唾液排泄より，

正常者と糖尿病患者を対象として，その定量的評価の

試みを報告したが，今回さらに肥満と唾液腺との関係

および，Sjδgren症候群の治療前後の唾液腺機能の変

化を加えて報告する。

　方法；クエン酸を経口投与して唾液を排泄させた後，

患者を抑臥位にして前面よリカメラを指向させ，99　m

Tc　一　pertechne　ta　teを10mCi静注し，直後よリシンチ

パック200にデータを入力した。静注15分後にクエン

酸を再投与し，唾液を排泄させた。左右の耳下腺と顎

下腺にROIを設定し，時間一放射能曲線を記録した。

　対象；正常者50名，糖尿病者56名（成人型で耳下腺

腫張のない者20名，著しい耳下腺腫大のある者10名，

若年型10名，血管合併症の著明な者12名　慢性脾炎に

併う者4名），肥満者7名，Sjδgren症候群5名。

　結果；次の5点について検討した。1）15分後のライ

フサイズのシンチフォト前面像にて，各唾液腺の長径

と短径を積算し，大きさの指標とした。2）耳下腺と顎

下腺のactivityを15分後のシンチフォトにて比較した。

5）ROI曲線にて，始めの立ちあがbをBG　aetivityとし

て，クエン酸投与直前のsctivityに対する排泄した

ac　tivi　tyの百分率を取り，排泄に要した時間で除した

ものを排泄率とした。1）については正常群と比し，耳

下腺腫大群と肥満群に優位に腫大を認あたが他の群で

は認めなかった。しかし，顎下腺に関しては，耳下腺腫

大群においては腫大傾向は余bなく，肥満群に腫大が認め

られた。2）については正常群では耳下腺のactivityが顎

下腺のそれに比し，強いか同程度であるのに比し，糖尿

病群では逆の傾向を強く認めた。5）について，正常者

の耳下腺で2．2±O．8％，／sec，顎下腺1．6士agであった。合

併症群でそれぞれ，O．4士a3とO．5土as，また肥満群では

O．9±a4と1．6±asであった。特に肥満者では耳下腺機

能の低下に比し，顎下腺機能が保たれていた。また肥

満者の体重減少後の検査では，耳下腺の大きさの減少

と機能の改善が認められた。Sjδgren症候群では治療

後に機能の改善が認められ，治療効果の判定に有用で

あった。
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